
そのため、平成32（2020）年における総人口の目標を70,000人とします。
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目標値 実績値

　年齢 3 階級別人口については、構成比でみると、年少人口は 0.5％ほど、生産年齢人口は 3.7％ほ

ど低下し、老年人口が約 4.4％上昇すると予測されます。

実　　績　　値 目標値
S60
1985

H2
1990

H7
1995

H12
2000

H17
2005

H22
2010

H32
2020

総人口 人 59,714 61,459 65,437 66,201 66,584 66,201 70,000

0～14歳
年少人口

人 13,492 11,745 11,033 10,308 9,773 9,470 9,660

％ 22.6 19.1 16.9 15.6 14.7 14.3 13.8

15～64歳
生産年齢人口

人 38,571 40,786 43,812 43,544 43,040 41,014 40,810

％ 64.6 66.4 67.0 65.8 64.6 62.0 58.3

65歳以上
老年人口

人 7,651 8,928 10,570 12,349 13,768 15,536 19,530

％ 12.8 14.5 16.2 18.7 20.7 23.5 27.9

年齢不詳 人 0 0 22 0 3 181 -



　1世帯当たりの人員は、今後さらに核家族化が進展し、15 年後では 2.66 人 / 世帯へと減少する

ものと想定されます。世帯数の見通しは、総人口と 1 世帯当たりの人員の見通しから、26,316 世帯

と想定されます。

実　　績　　値 目標値
S60
1985

H2
1990

H7
1995

H12
2000

H17
2005

H22
2010

H32
2020

総 人 口 人 59,714 61,459 65,437 66,201 66,584 66,201 70,000

世 帯 数 世帯 16,530 17,601 20,423 21,674 22,740 23,459 26,316

世帯人員 人/世帯 3.61 3.49 3.20 3.05 2.93 2.82 2.66

実　　績　　値 目標値
S60
1985

H2
1990

H7
1995

H12
2000

H17
2005

H22
2010

H32
2020

総 人 口 人 59,714 61,459 65,437 66,201 66,584 66,201 70,000

就 業 人 口 人 30,052 31,169 33,722 33,252 32,671 31,317 33,110

就 業 人 口 比 率 ％ 50.3 50.7 51.5 50.2 49.1 47.3 47.3

就
業
人
口
内
訳

第1次産業 人 3,976 3,104 2,763 2,251 2,089 1,502 1,260

％ 13.2 10.0 8.2 6.8 6.4 4.8 3.8

第2次産業 人 12,461 13,011 13,645 12,417 11,187 9,562 10,530

％ 41.5 41.7 40.5 37.3 34.2 30.5 31.8

第3次産業 人 13,586 15,050 17,284 18,561 18,965 18,714 21,320

％ 45.2 48.3 51.3 55.8 58.0 59.8 64.4

分 類 不 能 人 29 4 30 23 430 1,539 -


















